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　 ま た 、 上 記 実 施 例 ６ で は 上 述 の 如 く 、 排 気 導 入 管 (１ )と 第 １ 導 出 管 (３ )と を 一 体 形 成 し
た 管 体 に 、 第 ２ 導 出 管 (１ ３ )を 接 続 固 定 し て い る た め 、 管 体 (２ ２ )内 の 吸 引 管 (１ １ )と 第
２ 導 出 管 (１ ３ )の 間 の 混 合 部 (７ )の 形 成 長 さ が 一 定 に 固 定 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 実 施 例
７ で は 、 第 ２ 導 出 管 (１ ３ )を 接 続 固 定 し た 第 ３ 導 出 管 (２ ４ )を 、 管 体 (２ ２ )に 別 個 に 接 続
す る こ と に よ り 、 混 合 部 (７ )の 形 成 長 さ を 調 整 可 能 な も の と し て い る 。 本 実 施 例 ７ を 図 ８
に お い て 説 明 す る と 、 第 ３ 導 出 管 (２ ４ )の 内 径 を 管 体 (２ ２ )の 第 １ 導 出 管 (３ )側 の 先 端 部
(２ ５ )の 外 径 よ り も 大 径 と し て お り 、 こ の 第 ３ 導 出 管 (２ ４ )の 一 端 に 管 体 (２ ２ )の 先 端 部
(２ ５ )を 挿 入 す る こ と に よ り 、 管 体 (２ ２ )に 第 ３ 導 出 接 続 し て い る 。
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